構造概要チェックリスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙－２
	業務

名称
	
	構造

設計者
	会社名
	
	氏名
	
	

	
	
	連絡先（TEL）
	
	建築構造士
	１級建築士
	構造設計１級建築士


上記の資格欄の建築構造士［（社）日本建築構造技術者協会］、１級建築士、構造設計1級建築士に該当する場合は、（○）印を付ける。
０．構造概要　

	
	（頁）

	１）設計方針
	

	
	


	
	構造計画上の留意内容
	注）有無
	２）構造計画・

モデル化

（頁）
	３）モデル化の検証と考察

（頁）

	１
	平面・立面が不整形な形状

長辺が100Ｍを超えるもの

辺長比が10を超えるもの
	有・無
	
	

	２
	架構が特殊形態のもの

傾斜屋根、ピロティー形式
	有・無
	
	

	３
	塔状建物（塔状比が４を越えるもの）
高さが20Ｍを超えるもの（方向別）
	有・無
	
	

	４
	３～４本柱の建物
	有・無
	
	

	５
	大きな吹抜けや剛床仮定が成立しにくいもの

スキップフロア、多剛床
	有・無
	
	

	６
	長スパン部材を含むもの
	有・無
	
	

	７
	異種構造の組み合わせ

混合及び合成構造
	有・無
	
	

	８
	がけを背負う片土圧のあるもの

傾斜した敷地、部分地下
	有・無
	
	

	９
	軟弱地盤や液状化
	有・無
	
	

	10
	その他構造計画上の工夫点
	有・無
	
	

	11
	屋上突出部分や階数に算入されない塔屋等
外壁から突出した片持ち梁・スラブ等
	有・無
	
	

	12
	躯体からはり出して設置されているEV棟や

屋外階段等
	有・無
	
	

	13
	法第68条の26による構造方法等の認定を受け

たものの採用
	有・無
	
	

	14
	将来　増築
	有・無
	
	


注）１．留意内容にあてはまるものは方に（○）印をつけその内容を２）３）欄に頁を記入する。　　　　　　構造図・構造計算書チェックリスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙－１
	業務

名称
	
	構造

設計者
	会社名
	
	氏名
	
	

	
	
	連絡先（TEL）
	
	建築構造士
	１級建築士
	構造設計1建士


上記の資格欄の建築構造士［（社）日本建築構造技術者協会］、１級建築士、構造設計1級建築士に該当する場合は、（○）印を付ける。
１．構造図面　

	
	項　目
	No.
	内　容
	確認
	審査
	
	項　目
	No.
	内　容
	確認
	審査

	１
	特記

仕様書

(標準図)
	1-1
	コンクリートの強度表示
	
	
	５
	杭リスト
	5-1
	アンカー筋の考慮
	
	

	
	
	1-2
	内容照合
	
	
	６
	柱リスト
	6-1
	最低配筋量
	
	

	
	
	1-3
	杭工法の表示
	
	
	
	
	6-2
	溶接の表示
	
	

	
	
	1-4
	高層RC指針の表示
	
	
	
	
	6-3
	中子筋の考慮
	
	

	
	
	
	
	
	
	７
	大梁

リスト
	7-1
	最低配筋量
	
	

	２
	伏図
	2-1
	内容照合
	
	
	
	
	7-2
	溶接の表示
	
	

	
	
	2-2
	符号の記入もれ
	
	
	
	
	7-3
	中子筋の考慮
	
	

	
	
	2-3
	CSの表示
	
	
	
	
	7-4
	ねじれ補強筋表示
	
	

	
	
	2-4
	CBの表示
	
	
	８
	小梁

リスト
	8-1
	最低配筋量
	
	

	
	
	2-5
	隅角部の片持ちスラブ
	
	
	
	
	8-2
	ねじれ補強筋表示
	
	

	
	
	2-6
	床レベル表示
	
	
	９
	床版リスト
	9-1
	配筋量の調整
	
	

	３
	軸組図
	3-1
	開口部の表示
	
	
	10
	雑詳細図
	10-1
	各部の配筋詳細図
	
	

	
	
	3-2
	構造スリットの表示
	
	
	11
	梁貫通図
	11-1
	梁貫通位置の表示
	
	

	
	
	3-3
	符号の記入もれ
	
	
	12
	その他
	12-1
	接合部の過密鉄筋
	
	

	
	
	3-4
	基礎梁・基礎レベルの表示
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	基礎

詳細図
	4-1
	偏心基礎の表示
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	4-2
	アンカー筋の考慮
	
	
	
	
	
	
	
	


２．構造計算書　　（表示および検討事項）
	表示内容
	検討事項

	
	項　目
	No.
	内　容
	頁
	確認
	審査
	
	項　目
	No.
	内　容
	頁
	確認
	審査

	0
	構造概要
	0-1
	構造計画・モデル化等
	
	
	
	3

	断面算定

	3-5
	片持ち反力の処理
	
	
	

	1
	準備計算
	1-1
	仕上荷重の表示
	
	
	
	
	
	3-5
	大梁中央断面配筋
	
	
	

	
	
	1-2
	特殊荷重入力の表示
	
	
	
	
	
	3-6
	耐震壁開口補強筋
	
	
	

	
	
	1-3
	設備荷重配置表示
	
	
	
	
	
	3-7
	スラブたわみ
	
	
	

	2
	応力解析
	2-1
	構造階高
	
	
	
	
	
	3-7
	べた基礎ＥＶ
	
	
	

	
	
	2-2
	架構レベル差
	
	
	
	
	
	3-7
	片持ち接続スラブ
	
	
	

	
	
	2-3
	浮き上がりの処理
	
	
	
	
	
	3-8
	小梁の適正寸法
	
	
	

	
	
	2-4
	PH階等の検討
	
	
	
	
	
	3-9
	片持床の反力処理
	
	
	

	
	
	2-5
	梁の剛性表示
	
	
	
	
	
	3-9
	片持床の隅角部
	
	
	

	
	
	2-6
	片持ち応力
	
	
	
	
	
	3-10
	片持梁の反力処理
	
	
	

	
	
	2-7
	応力の凡例
	
	
	
	
	
	3-11
	塔屋部の検討
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	3-11
	突出部の伝達処理
	
	
	

	3
	断面算定
	3-1
	柱主筋の納まり
	
	
	
	
	
	3-12
	支持層下考慮
	
	
	

	
	
	3-2
	大梁二次筋考慮のｄ
	
	
	
	
	
	3-12
	杭頭ﾓｰﾒﾝﾄの割戻
	
	
	

	
	
	3-2
	大梁の梁貫通補強
	
	
	
	4
	保有耐力
	4-1
	壁式構造
	
	
	

	
	
	3-3
	耐震壁の配筋量
	
	
	
	
	
	4-2
	中央断面のﾒｶﾆｽﾞﾑ
	
	
	

	
	
	3-4
	断面算定決定部位
	
	
	
	
	
	4-3
	基礎・杭の考慮
	
	
	


注）１．建物の内容により該当する項目は、（○）印を確認欄に記入し、構造計算書のページを頁の欄に記入する。該当しない項目には、（－）印を確認欄および頁の欄に記入する。尚、審査欄は記入しないこと。

　　

２－５．構造概要の構成について（中間段階での提出資料）

０）構造上の特徴
１）設計方針構造計算方針
注）具体的に記入すること。

· 架構計画　　上部構造、基礎構造、許容応力度計算、層間変形角計算、保
· 耐震計画　　有水平耐力計算ほか
· 基礎計画　　
· 設計ルート適用する構造計算書の種類（計算ルートを明記したフロー図の添付）
· （設計法（現行法・限界耐力計算・新検証法など））
· 増築の有無

· その他

２）構造計画・モデル化　架構モデル図
注）構造計画上、モデル化したものを各々具体的に記入すること。

　　架構の支持条件、接合条件、剛域とした部分、耐力壁や筋かいの構造計算
　　における様相、部材の剛性低下率その他必要な事項を略伏図または略軸組

　　図等、もしくはその模式図上に記入すること。なお、同一図に図示する事
　　が困難な場合には各々分けて記入すること。
３）モデル化の検証と考察（所見）

注）２）でモデル化したものが結果的に安全であることの検証と考察を具体的に記入すること。
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